































なお、この作品の表題はジュリア・ウォード・ハウ（Julia Ward Howe, 1819-1910）






聖書』（the King James Version）の文体を想起させ、また作品の構成には旧約聖書の
「出エジプト記」（Exodus）の物語的構成を寓意的に導入している。
ともあれ、この作品がスタインベックに文学的名声と地位をもたらしたと評価する
批評家は多い。例えば、ジョン・ディツキー（John Ditsky）はCritical Essays on 




DeMott）は、 The Grapes of Wrath （the 1992 Penguin edition）の「作品紹介」
（“Introduction”） のなかで、「『怒りのぶどう』が彼の一七の小説の中で最高傑作であ
る」（ⅳ）と、あるいはルイス・オーウェンズ（Louis Owens）は論文“Steinbeck’ s 






さて、キャサリン・J・コーディック（Catherine J. Kordich）が Bloom’s How to 
Write about John Steinbeck （2008） の中で、多くの批評家たちが『怒りのぶどう』に
表出される「集団思想」の由来について論じてきたことを指摘した上で、アメリカ超
絶主義、とりわけラルフ・ウォルドー・エマソン（Ralph Waldo Emerson, 1803-82）
の「大霊思想」との類縁性を探ることに有効性を認めている（一九四 ─ 九五）。こうし
た論考はフレデリック・I・カーペンター（Frederic I. Carpenter）の論文“The 
Philosophical Joads”を筆頭に数多くみられる。そして、エマソンの「大霊思想」と
の関連からホイットマンの説く民主主義の特質についても言及されることも多い。注












カール・ユング（Carl Jung）やジョン・E・ブーディン（John E. Boodin）に啓発され
たものである」（二三四）と指摘する。ただし、ベンソン自身はその後、A John 
Steinbeck Encyclopedia （2006）の “An Introduction to John Steinbeck” において、
























神」の傍らを闊歩し、彗星のように宇宙へと飛翔していく（三二 ─ 三三：五一 ─
五八）。この人間、自然、そして神との融合は、エマソンの『自然』（Nature, 1836） に
表出される、宇宙と一体化した「透明な眼球」（a transparent eye-ball） を想起させら
れる。






































































“one big soul”（二六）とだけ言及されているが、『知られざる神に』（To a God 
Unknown, 1933）では「世界の頭脳」 “the brain of the world”（四六六）（注2）と、ある
いは『コルテスの海航海日誌』では「無限の全体」 “the infinite whole”（一二三）とい
う表現で語られている。





















ウィリアム・J・シャイク（William J. Scheick）は A Companion to Walt Whitman 



















































この点を読み取って、先の論文“Death and the Afterlife”の中で、「地上の生活は個々
の魂にとって善と悪との力が衝突する舞台ではない……」（三二八）と指摘する。
これに対しスタインベックの場合は、チャールズ・ダーウィン（Charles Darwin, 
1809-82）の「進化論」 （the theory of evolution）の影響のもと、進化の過程に方向性
や目的そして神の意図などを認めない非目的論の立場にある。いわば、ホイットマン
の目的論とは対極の立場をとる。ブライアン・E・レイルズバック（Brian E. 























までも揺れやまぬ揺籃のなかから」（“Out of the Cradle Endlessly Rocking”）のなか
で、幼き詩人が雌鳥の死を悲しむ雄鳥の囀りを聞き、愛する者を引き裂く死の意味を
理解し、詩人として使命に目覚めていく自画像を描く。この作品に関し、フランク・
D・カーサーレ（Frank D. Casale）は Bloom’s How to Write about Walt Whitman 





ャロンの変容ぶりについて、ハーワード・レヴァント（Howard Levant）は The 





乳房を与える彼女の行為を「サーヴァイヴァルの象徴」（a survival symbol） （一七八）
であると明言している。この点、マーチン・ステイプルズ・シャックリー（Martin 


























































（1） ドゥモットは Steinbeck’s Reading: A Catalogue of Books Owned and Borrowed のなかで、ス
タインベックが高校を卒業する前にホイットマンの「僕自身の歌」を読んでいることを指摘して
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